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KURESHIN REPORT 2015.4.1▶9.30平成27年度上期の業績
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■ コア業務純益・経常利益

（注） コア業務純益とは、金融機関固有の収益指標である業務純益
　　　 から国債等債券損益と一般貸倒引当金繰入額を控除したもので、
          信用金庫本来の事業活動のみの利益を示す指標です。

（注）信用金庫においては中間決算が義務づけられていないため、この半期ディスクロージャーは当金庫が自主的に開示するものです。
      従って本紙に掲載している計数は、会計監査人の監査を受けておりません。
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　預金・積金残高は、「創立90周年記念定期預金」がご好評をいただき個人預金が堅調に推移しました。また、
法人決済機能取引の拡充に努め、法人流動性預金のお取引が増加した結果、前期末比317億円増加の7,078 億
円となりました。
　地域のお客様の信頼・信用のバロメーターである個人預金の総預金に占める割合は81.3％となっています。

　貸出金残高は、小口多数取引を基調とし、お取引先の事業性評価や創業・成長支援の強化に取り組み、ライフ
ステージに沿った提案セールスに努めた結果、前期末比２３億円増加の 3,658億円となりました。
　地域のお客様からお預りした大切な預金・積金は、中小企業をはじめとするお客様の資金ニーズに円滑にお応
えするため、さまざまな業種のお客様に幅広くご利用いただいています。

　経常利益は11億19 百万円と安定した収益を確保する
ことができました。
　なお、本業による収益力を示すコア業務純益は、8億
94百万円と前年同期比 2億円の増益となりました。

　金融機関の健全性を表す自己資本比率は、前期末比
0.04ポイント上昇し、13.10％となりました。
　国内基準の４％を大きく上回っており、当金庫の経営
の健全性は十分に確保されています。

　不良債権比率は、お取引先の業況改善等により不良
債権額が減少したことから、前期末比 0.32ポイント低下
し4.93％となりました。
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取引先向け新入職員セミナ
ー開催

「くれしん住宅ローンセン
ター広島」開設

第58回呉みなと祭パレード参加

創立90周年記念くれしん文化講演会開催

くれしん芸術文化財団設立報告会開催

交通安全街頭活動

本業を通じた経済的貢献活動にとどまらず、文化活動や社会活動などを通じて地域の
皆さまのお役に立ちたいと考えています。
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6月



KURESHIN REPORT 2015.4.1▶9.30地域貢献への取組み

- 3 - - 4 -

マイナンバー制度対策セミナー開催

呉市と「地方創生に係る包括連携
に関する協定書」締結

くれしん金融教室開催 中学生職場体験学習生の受
け入れ

創立90周年記念
第21回くれしん

Ｕ－12サッカー
大会開催

サンフレッチェ広島スポンサードゲーム実施

創立90周年記念第20回く
れしんママさん

バレーボール大会開催 創立90周年記念特別講演会開催

本業を通じた経済的貢献活動にとどまらず、文化活動や社会活動などを通じて地域の
皆さまのお役に立ちたいと考えています。
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店舗外ATMコーナーのご案内

店舗のご案内

三城支店

〒737－8686　呉市本通2丁目2-15　電話（0823）24-1181
くれしんホームページＵＲＬ http://kure-shinkin.jp/
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